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本
年
度
最
初
の
公
式
戦
、
「
平
成

２５
年
度
別
所
公
春
祭
り
共
催
剣
道
大
会
」

が
、
五
月
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、

主
催
別
所
公
春
祭
り
実
行
委
員
会
、
主

管
三
木
市
剣
道
連
盟
で
行
わ
れ
た
。 

 
会
場
は
三
木
市
民
体
育
館
。
参
加
選

手
は
、
市
内
の
中
学
・
高
校
の
剣
道
部

員
全
員
も
加
え
て
１
５
１
名
だ
っ
た
。 

 

８
時
半
か
ら
９
時
２０
分
ま
で
合
同
稽

古
で
汗
を
流
し
、
後
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
大
会
委
員
長
と
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
髙
橋
洋
三
三
木
市
剣
道
連
盟
会
長
は
、

４
月
２７
日
・
２８
日
に
県
立
東
播
磨
高

校
で
行
わ
れ
た
「
春
季
東
播
高
校
剣
道

大
会
」
の
観
戦
体
験
か
ら
、
女
子
団
体

戦
に
出
場
し
て
い
た
隻
腕
の
選
手
の
奮

闘
ぶ
り
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
孤
掌
は

鳴
り
難
し
」(

片
方
の
手
だ
け
で
は
、
手

を
鳴
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
、

人
間
は
一
人
だ
け
で
は
何
事
も
な
し
え

な
い
こ
と
の
た
と
え)

と
い
う
諺
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
「
孤
掌
も
鳴
ら
せ
ば
鳴
る

の
だ
。
」
と
、

片
手
で
胴
を
た

た
い
て
拍
手
代

わ
り
に
し
た
と

い
う

６３

総
体

の
選
手
の
例
を

ひ
い
て
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
工
夫
で
乗
り
越
え
た

こ
の
女
流
選
手
ら
の
勇
気
を
称
え
た
。 

続
い
て
来
賓
祝
辞
に
立
っ
た
北
井
進

一
郎
副
市
長

は
、
こ
の
話

を
受
け
て
自

分
も
幼
少
よ

り
視
力
に
障

害
を
持
っ
て

い
た
と
打
ち

明
け
つ
つ
、
自
ら
を
励
ま
し
勇
気
を
蓄

え
、
そ
れ
を
ば
ね
に
し
て
今
日
ま
で
生

き
て
き
た
い
き
さ
つ
を
淡
々
と
話
さ
れ

た
。
少
年
少
女
を
含
む
選
手
全
員
が
静

粛
に
聞
き
入
っ
た
。 

 

選
手
宣
誓

は
口
吉
川
少

年
剣
道
教
室

の
十
都
正
輝

君
が
元
気
に

勤
め
た
。 

生生
田田
龍龍
平平((

別別
所所))

強強
敵敵
橋橋

間間
祐祐
仁仁((

吉吉
川川))

をを
降降
すす  

試
合
は
１０
時
か
ら
始
ま
り
、
全
試
合

が
個
人
戦
の
リ
ー
グ
戦
。
そ
れ
故
試
合

数
が
多
く
時
間
が
か
か
っ
た
。 

 

小
学
４
年
生
女
子
の
部
は
、
９
名
が

出
場
。
３
名
１
組
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝

ち
上
が
っ
た
の
は
す
べ
て
志
染
の
選
手

だ
っ
た
。 

 

小
学
５
・
６
年
女
子
の
部
も
同
じ
く

９
名
が
出
場
。
優
勝
は
吉
川
の
山
田
真

実
、
２
位
に
中
央
の
加
村
仁
奈
、
３
位

が
口
吉
川
の
末
広
美
幸
だ
っ
た
。 

 

小
学
４
年
生
以
下
男
子
の
部
は
３５
名

の
争
い
。
抜
け
出
し
た
の
は
、
加
村
蓮
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(

中
央)
、
倉
津
翔
雅(

剣
修
会)

、
味
地
晃

明(

吉
川)
平
井
優
太
郎(

志
染)

で
、
各
教

室
仲
良
く
入
賞
者
を
分
け
合
っ
た
。 

 

小
学
５
・
６
年
男
子
の
部
は
、
27
名

の
争
い
だ
が
、
各
教
室
自
慢
の
強
敵
揃

い
。
な
か
で
も
吉
川
勢
に
他
の
教
室
が

ど
う
立
ち
向

か
う
か
注
目

さ
れ
た
が
、

各
コ
ー
ト
か

ら
上
が
っ
た

の
は
Ａ
生
田

龍
平(

別
所)

、

Ｂ
石
田
真
大

(

自
由)

、
Ｃ

橋
間
祐
仁(

吉

川)

、
Ｄ
中
本
紫
那(

別
所)

の
４
名
だ
っ

た
。
決
勝
は
生
田
、
橋
間
の
間
で
戦
わ

れ
、
両
者
譲
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ

取
っ
た
後
延
長
に
も
つ
れ
込
み
生
田
が

追
い
す
が
る
橋
間
を
退
け
た
。 

 

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
中
学
生
・
高
校

生
の
試
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

 

中
学
生
男
子
の
部
は
吉
川
勢
が
他
の

自
由
中
・
三
木
中
の
剣
道
部
を
寄
せ
付

け
ず
上
位
を
独
占
し
た
。
自
由
中
の
横

山
暖(

２
年)

が
挑
戦
し
た
が
、
吉
川
の

石
原
颯
一
朗
に
及
ば
な
か
っ
た
。 

高高
校校
男男
子子
のの
部部  

山山
口口
優優
輝輝
大大
会会
連連
覇覇 

 

高
校
生
男
子
は
３１
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

当
日
の
く
じ
引
き
で
相
手
が
決
す
る
の

で
、
誰
と
当
た
る
か
が
楽
し
み
だ
。
こ

の
人
数
で
全
試
合
リ
ー
グ
戦
で
あ
る
か

ら
、
自
ず
と
時
間
が
か
か
る
。
加
え
て

半
端
な
打
ち
で

決
め
が
悪
く
一

本
に
な
ら
な
い

た
め
に
い
た
ず

ら
に
時
間
を

食
っ
た
。 

 

そ
の
混
戦
を

抜
け
出
た
の
は

山
口
優
輝(

小

野
）
、
宮
崎
裕

季(

三
木
）
、
三
枝
康
弘(

三
木
北)
、
石

田
諭
史(

三
木
）
の
４
名
。
内
、
山
口
と

三
枝
の
元
自
由
中
勢
は
昨
年
の
こ
の
大

会
で
の
入
賞
者
で
試
合
巧
者
だ
。
先
の

春
季
東
播
大
会
で
個
人
戦
ベ
ス
ト
８
の

三
木
高
堀
翔
太
郎(

３
年
）
も
姿
を
消
し

た
。
決
勝
戦
は
昨
年
準
優
勝
の
三
枝
康

弘
を
長
い
試
合
の
末
降
し
て
勝
ち
上

が
っ
た
宮
崎
裕
季(

三
木
高
３
年
）
と
昨

年
１
年
生
で
覇
者
と
な
っ
た
山
口
優
輝

(

小
野
高
２
年
）
の
争
い
だ
っ
た
が
、
三

枝
と
の
長
い
戦
い
で
力
尽
き
た
か
、
宮

崎
突
か
れ
て
山
口
に
２
本
負
け
し
た
。 

高高
校校
女女
子子
のの
部部  

杉杉
本本
香香
菜菜
もも
同同
じじ
くく
連連
覇覇 

 

大
会
最
後
の
恒
例
「
東
西
対
抗
戦
」

は
、
各
教
室
、
剣
道
部
か
ら
選
ば
れ
た

ラ
イ
バ
ル
た
ち
が
東
西
に
分
か
れ
て
対

戦
し
た
。
今
年
は
東
軍
９
勝
、
西
軍
７

勝
で
東
軍
に
凱
歌
。 

 

閉
会
式
で
は
、
審
判
長
と
し
て
講
評

に
立
っ
た
小
椋
治
朗
審
判
長(

教
士
７

段
・
成
人
指
導
部
長
）
は
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
高
校
男
子
の
活
躍
を

た
た
え
つ
つ
、

「
一
足
一
刀
の
間

合
い
か
ら
、
一
拍

子
で
、
打
ち
切
る
」

と
い
う
剣
道
の
基

本
を
も
っ
と
大
切

に
し
た
打
突
を
期

待
し
た
い
。
と
注

文
を
付
け
た
。 

 

本
大
会
は
大
会
企
画
部
の
方
針
も

あ
っ
て
全
試
合
リ
ー
グ
戦
で
あ
っ
た
た

め
、
大
変
時
間
が
か
か
り
、
役
員
、
審

判
団
も
く
た
く
た
だ
っ
た
が
、
選
手
・

役
員
に
加
え
て
、
応
援
の
保
護
者
、
家

族
も
多
数
詰
め
か
け
、
最
後
ま
で
試
合

に
注
目
、
応
援
し
た
た
め
体
育
館
い
っ

ぱ
い
の
盛
況
だ
っ
た
。 

各
部
入
賞
者
は
次
の
通
り 

【
４
年
生
以
下
女
子
】
①
照
井
葉
生(

志
）

②
寺
口
ひ
か
る(

志
）
③
粟
田
胡
春(

志
） 

【
４
年
生
以
下
男
子
】
①
加
村
蓮(

中
）
②

倉
津
翔
雅(

剣
）
③
味
地
晃
明
（
吉
）
③
平

井
優
太
郎(

志
） 

【
５
・
６
年
女
子
】
①
山
田
真
実(

吉
）
②

加
村 

仁
奈(

中
）
③
末
廣
美
幸(

口
） 

【
５
・
６
年
男
子
】
①
生
田
龍
平(

別
）
②

橋
間 

祐
仁(

吉
）
③
石
田
真
大(

自
）
③

中
本
紫
那(

別
） 

【
中
学
女
子
】
①
内
村
友
美(

自
）
②
三
藤

暢
子(

吉
）
③
森
岡
愛
美(

緑
） 

【
中
学
男
子
】
①
石
原
颯
一
朗(

吉
）
②
横

山
暖
（
自
）
③
浅
井
優
輔(

吉
）
③
橋
間
祐

生(

吉
） 

【
高
校
女
子
】
①
杉
正
香
菜
（
東
）
②
藤

田
侑
美
（
北
）
③
田
正
司
祐
奈(

北
） 

【
高
校
男
子
】
①
山
口
優
輝
（
小
）
②
宮

崎
裕
季(

三
）
③
三
枝
康
弘
（
北
）
③
石
田

諭
史(

三
） 

小椋審判長講評 

熱戦の様子 

喜びの山口選手(右端) 
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平
成
25
年
度
の
高
校
剣
道
の
試
合
が
、

春
の
東
播
大
会
を
皮
き
り
に
始
ま
っ
た
。 

「
平
成
25
年
度
東
播
高
等
学
校
春
季
剣

道
大
会
兼
県
総
体
地
区
予
選
大
会
」
が
、

４
月
27
日(

土)

男
子
個
人
、
女
子
団
体
、

同
28
日(

日)

女
子
個
人
・
男
子
団
体
と

２
日
間
、
県
立
東
播
磨
高
等
学
校
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
両
日
と
も
に

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
。 

 

初
日
の
男
子
個
人
戦
で
は
、
三
木
地

区
か
ら
７
名
が
出
場
し
た
。 

 

三
木
高
の
堀
翔
太
郎
選
手
は
、
緒
戦

西
脇
工
高
の
山
川
繁
晃
選
手
を
降
し
、

２
回
戦
で
は
加
古
川
東
高
の
強
敵
、
森

中
丈
瑠
選
手
を
接
戦
、
延
長
で
破
り
、

次
い
で
北
条
の
千
古
明
佳
選
手
を
も
降

し
て
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た
。
続
く
明

石
高
河
端
達
也
選
手
に
時
間
切
れ
５
秒

前
に
一
本
負
け
を
喫
し
、
惜
し
く
も
入

賞
で
き
な
か
っ
た
。
が
、
県
大
会
個
人

戦
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
県
大
会
出
場 

権
は
ベ
ス
ト
16
以
上(

出
場
者
79
名
中)

。

三
木
か
ら
県
大
会
個
人
戦
出
場
権
を
得

た
も
の
次
の
通
り
。 

 
 

衣
笠
和
輝(

三
木
北) 

山
口
優
輝(

小
野)

、 
堀
翔
太
郎(

三
木
高) 

 
 女

子
団
体
戦
は
18
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

三
木
か
ら
は
唯
一
三
木
北
高
チ
ー
ム
が

出
場
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
高
砂

南(

３
位)

、
明
石
城
西(

２
位)
、
明
石
南

と
い
う
強
豪
チ
ー
ム
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
入

り
、
し
か
も
選
手
３
名(

５
名
編
成)
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
て
い
る
た
め

勝
ち
目
は
な
か
っ
た
。 

 

三
木
地
区
は
、
女
子
選
手
が
い
な
い

三
木
高
、
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
吉
川
高
、

三
木
東
高
を
含
め
、
女
子
選
手
の
育
成

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
小

野
高
は
５
名
の
チ
ー
ム
が
組
め
て
い
る
。 

 
 

翌
２
８
日
（
日
）
は
女
子
個
人
と
男

子
団
体
戦
。
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
た
三

木
高
・
三
木
北
高
が
団
体
に
出
場
し
た
。 

 

三
木
高
剣
道
部
は
、
先
の
「
三
樂
」

の
大
会
優
勝
に
弾
み
を
つ
け
、
久
方
ぶ

り
の
入
賞
を
目
指
し
た
が
、
予
選
リ
ー

グ
戦
、
播
磨
南
を
３
―
１
で
降
し
た
も

の
の
、
高
砂
南
に
１
―
１
の
本
数
負
け

を
喫
し
、
リ
ー
グ
２
位
に
な
っ
た
。 

一
方
、
三
木
北
も
、
松
陽
・
東
播
工
を

一
方
的
に
破
っ
た
が
、
加
古
川
西
と
は

本
数
差
で
敗
れ
、
こ
れ
ま
た
２
位
に
甘

ん
じ
た
。 

 

女
子
個
人
戦
に
出
場
し
た
三
木
東
高

校
の
杉
正
は
５
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
、

ベ
ス
ト
８
で
県
大
会
出
場
権
を
得
た
。 

 
 

今
大
会
へ
の
武
中
先
生
（
三
木
高
校

剣
道
部
顧
問
）
の
コ
メ
ン
ト
。 

「
昨
年
度
は
個
人
戦
の
予
選
通
過
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
が
、
今
年
度
は
男
子
２
名
、

女
子
１
名
の
計
３
名
が
ベ
ス
ト
16
以
上

に
入
り
、
県
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。
な
お
、
県
大
会
で
は
予
選
通
過

者
に
加
え
、
各
校
オ
ー
プ
ン
枠
と
し
て

男
女
各
１
名
が
参
加
で
き
ま
す
。 

 

女
子
団
体
は
三
木
北
が
数
年
ぶ
り
に

出
場
し
ま
し
た
が
、
３
名
の
ハ
ン
デ
ィ

―
は
大
き
く
、
予
選
リ
ー
グ
は
４
位
と

い
う
結
果
で
し
た
。 

 

男
子
団
体
は
三
木
、
三
木
北
と
も
に

上
位
進
出
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
が
、
念

願
の
入
賞
は
今
回
も
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

今
回
の
大
会
を
通
し
て
、
三
木
勢
の

中
に
は
個
人
戦
、
団
体
戦
と
も
に
上
位

進
出
者(

校
）
と
互
角
に
戦
え
る
技
術
、

体
力
面
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
勝
負
ど
こ
ろ
で
の
粘
り
や

強
さ
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
不
足
も
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
あ
と
１
本
の
差(

勝

敗
）
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
あ
と
１
本

で
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
県
大
会
ま
で
あ
と
１
カ
月

で
す
が
、
１
本
に
か
け
る
精
神
力
の
強

化
を
課
題
に
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
」 

 
 

 

堀
翔
太
郎(

三
木
高)

ら
、
３
人
県
大
会
出
場
権 

―
東
播
高
等
学
校
春
季
剣
道
大
会
― 

４
月
２７
、
２８
日 

於:

県
立
東
播
磨
高 

三
木
・
三
木
北
１
本
に
泣
く 

両
校
入
賞
な
ら
ず 



 

 

4 
第
57
回
兵
庫
県
高
校
総
体
・
第
６１
回

県
高
校
剣
道
大
会
・
第
６０
回
全
国
高
校

剣
道
大
会
県
予
選
大
会
兼
第
５１
回
近
畿

高
校
剣
道
大
会
県
予
選
大
会
は
、
６
月
１

日(

男
女
個
人
戦)

、
６
月
８
日(

女
子
団
体

戦)

、
９
日(

男
子
団
体
戦)

が
兵
庫
県
立
武

道
館(

姫
路)

で
行
わ
れ
た
。 

 

三
木
市
内
４
高
校
は
揃
っ
て
出
場
、

東
播
大
会
で
の
予
選
の
成
果
を
ひ
っ
さ

げ
て
勇
躍
参
戦
し
た
。 

 

１
日
に
行
わ
れ
た
個
人
戦
で
は
、
東

播
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
（
ベ
ス
ト

16
）
男
子
、
北
高
の
衣
笠
、
三
木
高
の

堀
、
女
子
東
高
の
杉
正
ら
が
出
場
し
た

外
、
各
校
オ
ー
プ
ン
枠
を
利
用
し
て
、

計
男
子
５
名
、
女
子
４
名
が
出
場
し
た
。

男
子
２
３
８
名
、
女
子
２
１
２
名
の
出

場
者
の
中
で
結
果
は
以
下
の
通
り
。 

 

○
三
木 

福
田
、
堀
（
２
回
戦
進
出
） 

○
三
木
北 

衣
笠
、
中
谷 

 

(

３
回
戦
進
出) 

女
子 

田
正
司 

（
緒
戦
敗
退
） 

○
三
木
東
高 

深
木 

 

（
３
回
戦
進
出
） 

女
子 

杉
正
、
西
尾 

（
２
回
戦
進
出
） 

○
吉
川
高 

女
子 

藤
原
（
緒
戦
敗
退
） 

団
体
戦
は
男
女
と
も
オ
ー
プ
ン
参
加

３
年
目
で
、
今
年
度
は
男
子
１
４
４
校
、

女
子
93
校
の
参
加
だ
っ
た
。 

 

８
日
の
女
子
団
体
戦
で
は
、
三
木
北

高
の
み
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
１
回
戦
神

戸
商
業
を
２
―
０
で
降
し
、
２
回
戦
に

進
出
し
た
が
、
西
宮
東
に
１
―
３
で
敗

れ
た
。 

最
終
日
の
９
日(

日)

は
男
子
団
体
戦
。

期
待
の
三
木
高
は
２
回
戦
強
敵
神
港
学

園
を
３
―
２
の
接
戦
で
斥
け
た
も
の
の
、

３
回
戦
で
県
立
大
付
属
高
に
０
―
１
で

惜
敗
し
た
。
北
高
は
、
２
回
戦
、
灘
高

を
５
―
０
で
一
蹴
、
勢
い
に
乗
り
３
回

戦
姫
路
南
を
４
―
１
の
大
差
で
破
り
４

回
戦
に
進
出
し
た
が
、
東
洋
大
姫
路
高

に
０
―
３
で
敗
れ
、
ベ
ス
ト
32
に
と
ど

ま
っ
た
。 

今
回
の
大
会
に
対
す
る
武
中
敏
彦
先
生

(

三
木
高
校)

の
コ
メ
ン
ト
。 

「
男
子
の
団
体
戦
は
、
三
木
北
が
ベ
ス
ト

32
と
な
り
、
個
人
戦
に
関
し
て
は
男
子

の
部
で
３
名
が
３
回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
今
年
度
も
期
待

し
て
い
た
上
位
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
昨
年
度
の
成

績
を
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
大
会
で
３
年
生
は
一
線
を
退
き
、

２
年
生
中
心
の
新
体
制
と
な
り
ま
す
。

次
の
大
き
な
大
会
は
夏
休
み
後
半
の
８

月
２４
日
に
行
わ
れ
る
県
民
大
会
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
各
校
、
合
宿
や
合
同
練
習

な
ど
積
極
的
に
行
い
、
今
回
の
総
体
以

上
の
結
果
を
報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
１
年
生
女
子
部
員
の
入
部

に
よ
り
、
秋
か
ら
は
三
木
北
高
に
加
え
、

三
木
東
高
も
、
吉
川
高
も
団
体
参
加
で

き
そ
う
で
す
。
」 

昇昇
段段
者者
紹紹
介介  

（（
３３
段段
以以
上上
・・
６６
月月
3300

日日
現現
在在
一一
般般
会会
員員
のの
みみ
））  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

６
段 

木
村
文
教 

(

５
月
12
日
・
名
古
屋)  

５
段 

川
原 

正 

(

２
月
24
日
・
王
子) 

５
段 

石
田 

隆 

(

４
月
21
日
・
王
子) 

４
段 

中
谷  

忠
資 

(

２
月
24
日
・
王
子) 

山
口 

直
輝 

(

４
月
21
日
・
王
子) 

  

三三
木木
北北
高高
４４
回回
戦戦
進進
出出
、、
男男
子子
個個
人人
もも
健健
闘闘  

――
平平
成成
２２５５
年年
度度
兵兵
庫庫
県県
高高
等等
学学
校校
総総
合合
体体
育育
大大
会会
剣剣
道道
大大
会会  
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５
月
26
日(

日)

多
可
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ア
ス
パ
ル
で
、
「
第
41
回
中
兵

庫
少
年
剣
道
大
会
」
が
、
主
催
多
可
町

少
年
剣
道
育
成
協
議
会
で
行
わ
れ
、
三

木
か
ら
も
６
教
室
が
参
加
し
た
。 

早
、
41
回
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、

も
と
も
と
国
道
１
７
５
号
線
沿
線
の
少

年
剣
道
団
体
に
呼
び
掛
け
て
始
め
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
現
在
で
は
三
田
・
西
神

な
ど
か
ら
も
参
加
チ
ー
ム
が
あ
り
、
今

回
も
団
体
で
33
、
チ
ー
ム
で
小
学
生

39
チ
ー
ム
、
中
学
生
26
チ
ー
ム
、
女

子
個
人
１
１
３
名(

小
低
学
年
36
、
同

高
学
年
35
、
中
学
生
42)

が
参
加
す
る

大
会
に
育
っ
て
い
る
。 

試
合
は
、
女
子
個
人
戦
か
ら
午
前
10

時
に
始
ま
っ
た
。
全
試
合
が
リ
ー
グ
戦

で
、
出
場
者
は
二
度
以
上
の
試
合
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
時
間
が
か
か

る
の
で
あ
っ
た
。
三
木
か
ら
は
、
低
学

年
４
人
、
高
学
年
４
人
、
中
学
生
２
人

と
、
女
子
選
手
の
参
加
は
目
立
っ
て
少

な
く
、
い
ず
れ
も
他
市
、
他
地
区
に
圧

倒
さ
れ
て
目
立
っ
た
成
果
は
な
か
っ
た
。

唯
一
吉
川
の
三
藤
暢
子
が
、
中
学
生
の

部
で
３
位
に
入
っ
た
。 

女
子
個
人
戦
が
終
わ
る
と
、
６
コ
ー

ト
一
斉
に
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。 

小
学
生
の
部
に
は
、
三
木
か
ら
６
教

室
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
期
待
第
一

の
「
別
所
」
チ
ー
ム
は
、
い
き
な
り
最

有
力
の
己
勝
館
Ａ
（
昨
年
度
優
勝
）
と

同
じ
リ
ー
グ
内
に
居
り
、
籤
運
の
悪
さ

に
泣
い
た
。
し
か
し
、
本
年
度
も
２
連

覇
を
果
た
し
た
こ
の
チ
ー
ム
相
手
に
一

歩
も
引
か
ず
善
戦
し
た
。
２
―
２
と
互

角
の
勝
負
を
し
た
が
、
１
本
差
で
敗
退

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。 

２
チ
ー
ム
を
出
し
た
「
緑
が
丘
」
、

吉
川
、
自
由
が
丘
は
、
予
選
リ
ー
グ
か

ら
上
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
志
染
」

は
か
つ
て
の
名
門
「
西
脇
」
を
破
っ
て

勝
ち
上
が
っ
た
が
、
最
近
成
長
著
し
い

「
西
神
栄
」
チ
ー
ム
に
完
敗
し
た
。
三

木
市
で
唯
一
ベ
ス
ト
８
に
残
っ
た
「
三

木
中
央
」
も
、
「
小
野
柳
心
館
」
に
敗

北
し
、
三
木
勢
は
全
体
に
振
る
わ
な

か
っ
た
。 

 
中
学
生
団
体
の
部
は
、
１
チ
ー
ム
３

名
編
成
で
、
26
チ
ー
ム
が
優
勝
を
争
っ

た
。
第
38
回
・
第
39
回
と
連
覇
し
た

が
、
昨
年
度
「
己
勝
館
Ａ
」
に
決
勝
で

負
け
た
「
吉
川
剣
道
少
年
団
Ａ
」
は
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
そ
う
と
静
か
に
燃
え
て

い
た
。
「
吉
川
Ａ
」
は
先
鋒
岡
坂
和
奏

（
３
年
）
中
堅
橋
間
祐
生
（
２
年
）
、

大
将
浅
井
優
輔
（
３
年
）
の
最
強
メ
ン

バ
ー
で
固
め
て
い
た
。 

 

予
選
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
。

「
氷
上
Ａ
」
に
３
―
０
、
「
春
日
台
」

に
１
―
０
、
「
羽
束
」
に
２
―
０
で
予

選
を
通
過
し
た
後
、
準
準
決
勝
で
「
北

条
Ａ
」
を
３
―
０
で
降
し
、
準
決
勝
で

は
最
近
勢
い
に
乗
る
「
三
田
尚
勇
館
Ａ
」

を
２
―
１
で
斥
け
た
。 

決
勝
戦
は
、
こ
れ
も
三
田
「
つ
つ
じ

が
丘
」
チ
ー
ム
と
。
先
鋒
岡
坂
コ
テ
の

１
本
勝
ち
。
続
く
中
堅
橋
間
は
メ
ン
を

先
取
し
、
メ
ン
で
取
り
返
さ
れ
た
が
，

見
事
な
メ
ン
で
再
度
勝
ち
、
こ
れ
で
勝

利
が
確
定
し
た
。 

 

吉川剣道少年団チーム 

岡坂和奏 優勝に貢献 

第 41 回中兵庫少年剣道大会 

団体中学生の部― 

中学生の部で優勝した吉川Ａ 

鋭い攻めの大将浅井（中央） 



 

 

6 
男
子
で
固
め
る
多
く
の
チ
ー
ム
に

あ
っ
て
、
女
子
で
先
鋒
を
つ
と
め
た
岡

坂
和
奏
は
、
全
試
合
、
引
き
分
け
な
し

の
負
け
知
ら
ず
、
す
べ
て
勝
っ
て
、

チ
ー
ム
の
優

勝
に
貢
献
し

た
。
そ
の
見

事
な
足
捌
き

と
体
を
捨
て

切
っ
て
放
つ

跳
び
込
み
メ

ン
に
は
目
の
肥
え
た
高
段
者
を
も
う
な

ら
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

（
報
告
髙
橋
洋
三
） 

 

平
成
25
年
度
の
東
播
地
区
剣
道
指
導

法
・
審
判
法
講
習
会
は
、
６
月
２
日

（
日
）
、
昨
年
８
段
に
合
格
さ
れ
た
気

鋭
の
中
田
善
幸
剣
道
８
段
教
士
を
講
師

に
、
滝
野
総
合
公
園
体
育
館
ス
カ
イ
ピ

ア
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

 
 

東
播
地
区
か
ら
は
、
補
助
員
と
し
て
、

蛭
子
稔
、
高
須
賀
宏
光
、
繁
田
勇
人
、

松
浦
征
伸
、
住
野
展
彦
の
各
氏
が
指
導

に
当
た
っ
た
。
三
木
市
か
ら
は
小
紫
名

誉
会
長
以
下
１３
名
が
参
加
し
た
。
（
総

参
加
数
約
７０
名
） 

明
石
市
か
ら
の
参

加
者
が
、
同
市
の
市
民
大
会
と
重
な
っ

た
た
め
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
場
が
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
の
盛
況

だ
っ
た
。 

 

講
習
会
は
例
年
行
わ
れ
て
き
た
、

「
西
日
本
中
央
講
習
会
」
の
内
容
伝
達

と
は
少
し
趣
を
異
に
し
て
い
た
が
、

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
稽
古
法
」
が

講
習
実
技
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
好
評
だ
っ
た
。 

小
椋
治
朗
成
人
指
導
部
長
の
感
想
。 

 

「
『
自
分
の
教
え
子
が
１
級
を
受
け

る
か
ら
覚
え
た
』
で
は
、
形
、
格
好
、

順
番
を
覚
え
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
自
分

の
剣
道
、
剣
道
の
技
に
活
か
せ
る
ま
で
、

内
容
を
精
査
し
稽
古
し
た
い
も
の
で

す
。
」 12

名
が
稽
古
会

に
参
加 

―
東
播
地
区
協
議
会
・

稽
古
会
（
於
加
東
市
） 

 
雨
模
様
の
天
気
予
報
に
反
し
、
少
し

汗
ば
む
く
ら
い
の
さ
わ
や
か
な
好
天
気

の
下
、
兵
庫
県
剣
道
連
盟
東
播
地
区
稽

古
会
が
、
加
東
市
滝
野
総
合
公
園
体
育

館
で
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
半
ま
で

行
わ
れ
、
東
播
８
市
か
ら
総
計
62
名
の

剣
士
が
集
ま
っ
た
。 

 

我
が
三
木
剣
連
か
ら
も
、
森
下
哲
次

副
会
長
以
下
12
名
が
参
加
し
、
た
っ
ぷ

り
汗
を
か
い
た
。 

当
日
、
西
川
正
行
東
播
地
区
協
副
会

長
よ
り
、
来
る
６
月
30
日
、
王
子
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
「
地
区

別
剣
道
交
流
大
会
」
に
出
場
す
る
東
播

地
区
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
発
表

さ
れ
、
三
木
か
ら
は
小
椋
治
朗
先
生(

教

士
７
段
、
市
剣
連
成
人
指
導
部
長)

が
、

他
の
選
手
と
共
に
紹
介
さ
れ
た
。 

 

 

 

地区別剣道交流大会メンバー    

（右から２番目が小椋選手） 

優勝に貢献した吉川Ａ

の先鋒岡坂選手 

昨年度の雪辱を果たし、優勝した吉川剣道少

年団の中学生Ａチームと指導陣 

中中
田田
新新
８８
段段
講講
師師
にに  

平
成
２５
年
度
東
播
地
区
剣
道
指
導
法
・
審
判
法
講
習
会 
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級別合格者数 

 

2級… ５名 

3級…１０名 

4級…１５名 

5級…２０名 

計  ５０名 

教室別合格者数 

 

中央…… ９名 

緑が丘…１４名 

志染……１３名 

自由が丘…５名 

別所…… ２名 

剣修会… ７名 

計   ５０名 

田畑修先生による２級合格者への「木

刀による剣道基本技稽古法」の講習の

様子 

第
１
０
２
回
三
木
市
剣
道
連
盟
の
級

位
認
定
審
査
会
が
、
三
木
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

三
木
市
剣
道
連
盟
高
橋
会
長
よ
り
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
に
審
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
で
は
正
し
い

剣
道
を
し
て
い
る
か
を
審
査
し
て
い
ま

す
。
各
教
室
の
先
生
方
か
ら
の
教
え
を

守
り
、
各
自
の
良
い
所
を
見
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
受
審
者
に
つ
い
て
で
す

が
、
５０
名
超
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
、

増
加
傾
向
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
５０
名

と
い
う
大
台
と
な
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り

で
す
。
最
近
の
受
審
者
変
動
に
つ
い
て

は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
に
、
５

級
・
４
級
の
受
審
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
少
子
化
傾
向
が
続
い
て 

い
る
中
で
、
新
た
に
剣
道
を
始
め
る

子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。
三
木
市
剣
道
連
盟
に

と
っ
て
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
す
。 

こ
の
昇
級
審
査
で
は
、
「
木
刀
に
よ

る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
の
講
習
（
２

級
・
３
級
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
稽
古
法
に
つ
い
て
、
各
教
室
で
指
導 

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
各
教
室

の
指
導
者
に
対
し
て
も
稽
古
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
多
数
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

ま
た
、
昇
級
審
査
会
後
に
合
同
稽
古

会
を
最
近
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
同

稽
古
に
つ
い
て
も
参
加
者
が
増
加
し
て

お
り
、
定
着
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
各
教
室
の
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
少
年
指
導
部 

大
柴 

記
） 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

大
会
総
合
開
会
式
に
出
席 

５
月
25
日(

土)

、
地
元
、
防
災
公
園

ブ
ル
ボ
ン
ビ
ー
ン
ズ
・
ド
ー
ム
で
行
わ

れ
た
「
第
８
回
ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
開
会
式
に
、
三
木
市
剣
道
連

盟
は
、
県
剣
道
連
盟
の
要
請
に
応
じ
、

他
の
36
団
体
と
共
に
、
参
加
し
ま
し
た
。 

 
朝
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
総
合
開
会
式

に
は
、
森
下
哲
次
副
会
長
を
団
長
に
、

小
紫
名
誉
会
長
と
昔
の
剣
道
仲
間
、
少

年
剣
道
教
室
の
育
成
会
員
、
連
盟
会
員

ら
約
20
名
が
、
県
剣
道
連
盟
の
旗
を
先

頭
に
、
整
列
し
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
演
技
と
し
て
、
ロ
ー
リ
ン

グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
と
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
が
試
合
の
一
部
を
披

露
し
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。 

 

八
木
先
生(

三
木
東
高
剣
道
部

顧
問)

全
日
本
都
道
府
県
対

抗
剣
道
優
勝
大
会
に
出
場 

去
る
４
月
29
日(

月
・
祝)

大
阪
市
中

央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
６１
回
全

日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
大
会
」
に
三

木
東
高
校
剣
道
部
顧
問
、
八
木
啓
介
先

生
は
、
兵
庫
県
代
表
チ
ー
ム
の
中
堅
と

し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
が
チ
ー
ム
は
緒

戦
、
神
奈
川
県
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
２５
年
度
市
剣
連

盟
期
総
会
開
催 

去
る
６
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
、
三
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
で
、
平
成
２５

年
度
定
期
総
会
が
21
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
事
業
並
び
に
決
算
報
告
、

本
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

第
１
０
２
回 

三
木
市
剣
道
連
盟 

級
位
認
定
審
査
会 

50
名
が
合
格 
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東
播
地
区
親
善
剣
道
大
会

組
み
合
わ
せ
決
定 

来
る
８
月
18
日(

日)

に
、
滝
野
総
合

公
園
体
育
館
ス
カ
イ
ピ
ア
で
行
わ
れ
る
、

東
播
地
区
親
善
剣
道
大
会
の
組
み
合
わ

せ
が
決
定
し
ま
し
た
。
当
連
盟
も
選
手

を
決
定
し
、
強
化
練
習
を
計
画
。
悲
願

の
初
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。 

⑯
西 

脇 

市 

Ｂ 

⑮
加 

古 

郡 

Ｂ 

⑭
三 

木 

市 

Ｂ 

⑬
加 

西 

市 

Ｂ  

⑫
小 

 

野 
 

市 

⑪
明 

石 

市 

Ｂ 

⑩
加
古
川 

市 

Ｂ 

⑨
高 

砂 

市 

Ｂ  

⑧
加
古
川 

市 

Ａ 

⑦
明 

石 

市 

Ａ 

⑥
小 
 

野 
 

市 

⑤
高 

砂 

市 

Ａ  

④
加 

西 

市 

Ａ 

③
三 

木 

市 

Ａ 

②
西 

脇 

市 

Ａ 

①
加 

古 

郡 

Ａ 

６０
周
年
記
念
行
事 

剣
道
だ
よ
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

記
念
講
演
会
を
計
画 

 

本
年
度
、
三
木
市
剣
道
連
盟
は
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
連
盟
で
は
、
記
念
誌

等
は
発
行
せ
ず
、
三
木
市
剣
道
連
盟
広

報
部
が
発
行
し
た
剣
道
だ
よ
り
を
電
子

化
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
来
る
９
月
１
日
（
日
）
に
吉

川
総
合
公
園
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
恒
例
の
剣
道
指
導
者
講
習
会
を
、

60
周
年
記
念
講
演
と
し
て
実
施
。
慶
応

義
塾
大
学
剣
道
部
師
範
全
日
本
剣
道
連

盟
専
務
理
事
、
福
本
修
二
範
士
八
段
を

 

お
招
き
し
て
講
演
会
及
び
合
同
稽
古
を

行
い
ま
す
。
近
隣
及
び
関
係
各
団
体
に

も
呼
び
か
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
剣
道
を

展
望
す
る
貴
重
な
お
話
を
拝
聴
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
の
で
、
連
盟
会
員
各
位
の
多
数
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

月
々
の
便
り 

 
 

 
 

 

夏夏
五五
景景
風風  

  

波波
止止
場場
のの
ベベ
ンン
チチ
にに  

朧朧
月月  

青青
いい
目目
をを
しし
たた  

おお
人人
形形  

  

波波
止止
場場
のの
ベベ
ンン
チチ
にに  

朧朧
月月  

レレ
イイ
ンン
ココ
ーー
トト
のの  

二二
人人
影影  

  

波波
止止
場場
のの
ベベ
ンン
チチ
にに  

朧朧
月月  

カカ
ササ
ブブ
ララ
ンン
カカ
かか  

モモ
ロロ
ッッ
ココ
かか  

  

波波
止止
場場
のの
ベベ
ンン
チチ
にに  

朧朧
月月  

波波
間間
にに
揺揺
るる
るる  

鯉鯉
のの
ぼぼ
りり  

  

波波
止止
場場
のの
ベベ
ンン
チチ
にに  

朧朧
月月  

喜喜
びび
顔顔
なな
るる  
赤赤
いい
靴靴  

  

丹
野 

骨
平 

 

早早
夏夏
景景
描描  

  

皐皐
月月
色色
増増
すす  

つつ
ゆゆ
のの
月月  

衣衣
桁桁
にに
架架
かか
るる  

夏夏
衣衣
裳裳  

  

皐皐
月月
色色
増増
すす  

つつ
ゆゆ
のの
月月  

流流
しし
新新
内内  

三三
味味
のの
風風  

  

皐皐
月月
色色
増増
すす  

つつ
ゆゆ
のの
月月  

昼昼
のの
蛍蛍
をを  

見見
つつ
けけ
たた
るる  

  

皐皐
月月
色色
増増
すす  

つつ
ゆゆ
のの
月月  

畳畳
のの
青青
もも  

濃濃
くく
映映
ゆゆ
るる  

  

皐皐
月月
色色
増増
すす  

つつ
ゆゆ
のの
月月  

植植
うう
るる
側側
よよ
りり  

蛙蛙
啼啼
くく  

 

第1試合場 第２試合場 第３試合場 第４試合場 


